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最先端の低侵襲ロボット手術と岡山県での医療ツーリズムを推進 

 

一般財団法人倉敷成人病センター 

株式会社せとのわ 

株式会社ブルーオーシャンスマートシステムズ 

 

一般財団法人倉敷成人病センター（倉敷市白楽町 250 理事⾧ 安藤正明）、株式会社せとのわ（岡山市北

区本町 2‐5 代表取締役 小林靖典）および株式会社ブルーオーシャンスマートシステムズ（岡山市北区平

野 765‐19 代表取締役 白井典之）は共同で、一般財団法人倉敷成人病センターを代表団体として、このた

び厚生労働省が実施する令和 6 年度「地域の医療・観光資源を活用した外国人受入れ推進のための調査・実証

事業」の実証事業地域の公募に、「倉敷成人病センターの最先端の低侵襲ロボット手術と岡山県の観光資源を

組み合わせた事業(以下「本実証事業」)」を応募したところ、実証事業地域として採択されました。 

本実証事業では、世界中の患者に安全で最先端の医療を提供するとともに、倉敷地域をはじめとした岡山県

の魅力的な観光資源を組み合わせて、医療ツーリズム推進に取り組んで参ります。 

なお、この取り組みの一環として、中国北京市で 2024 年 11 月 21 日から 23 日にかけて開催される「北京

国際医療観光展示会」に出展致します。この展示会では、岡山県倉敷地域の医療と観光を融合したプランの展

示など、外国人患者へ医療サービスの提供と地域観光の魅力を発信します。 

 

■一般財団法人倉敷成人病センターの最先端の低侵襲ロボット手術について 

一般財団法人倉敷成人病センター婦人科では、全国に先駆けて低侵襲手術の導入を進め、豊富な実績を積み

重ねて参りました。2023 年には、最新の手術支援ロボット「ダビンチ SP」を導入し、女性特有の良性疾患（子

宮筋腫、子宮腺筋症、卵巣のう腫など）に対し、女性の膣を経由したお腹に傷をつけない手術を実施しており

ます。この革新的な手術は手術後の回復が早いことはもちろんですが、お腹に傷が残らないため、術後の心理

的な負担も少なくなることが特徴です。 

この手術は、日本ロボット外科学会婦人科領域において日本国内で唯一国際 A 級ライセンス認証を受けて

いる安藤正明医師が行います。一般財団法人倉敷成人病センターは日本国内でも最も多くの婦人科ロボット

手術を行っている施設であり、国内外から高い信頼を得ております。国内の患者様に加え、希望される外国人

患者様に対しても、最高水準の技術と安心の医療サービスの提供を目指します。 

 

■医療ツーリズムに取組む背景 

岡山県は、大規模病院が複数立地し高度な医療サービスを受診できる環境を有しています。また、観光面で

は、後楽園や美観地区など魅力的な歴史・文化資源や自然、食材に恵まれています。このため、質の高い滞在

型医療の拠点としてのポテンシャルを持っています。 

一般財団法人倉敷成人病センターは、これまでも海外からの患者を受け入れていますが、もちろん手術など



  

 

の治療を目的とした滞在が中心でした。今後は、地域商社の株式会社せとのわとコンサルティング会社の株式

会社ブルーオーシャンスマートシステムズと連携して、医療と観光を融合した医療ツーリズムを提供します。

この医療ツーリズムの提供により、患者およびその家族においては日本での滞在がより充実すること、地域に

おいては地域特性を活かした医療と観光を融合したインバウンド誘致による経済活性化が期待できます。 

■体制整備と今後の展望 

（１）本実証事業を通じ以下の体制整備を行います。 

・海外の医療関係者と連携して、プロモーションから患者の受入調整、診療、帰国後のフォローアップ 

についての一連の流れを構築。 

・患者と家族に対する医療と観光を融合したサービスを提供するうえでの課題を洗い出し、行政とも連 

携して解決策を検討。 

（２）今後の展望として、以下の拡充を図り、より実効性のあるインバウンド誘致の実現に向け取り組んで参

ります。 

・医療機関および診療科目の拡大など医療サービスの拡充 

・瀬戸内地域への観光エリアの拡大など観光コンテンツの拡充 

・様々な国からのインバウンド誘致に向け、ターゲット国の拡充 

 

■参考：医療ツーリズムについての国の方針 

（１）2023 年に閣議決定された新たな「観光立国推進基本計画」 

観光立国の持続可能な形での復活に向け、観光の質的向上を象徴する、「持続可能な観光」、「消費額拡大」、「地

方誘客促進」の 3 つを柱に、「持続可能な観光地域づくり」「インバウンド回復」「国内交流拡大」に戦略的に

取り組むことを掲げており、特に、「インバウンド回復」においては、2025 年に向けて全国津々浦々で観光回

復の起爆剤となる取組を集中的に展開することとしています。 

（２）2023 年５月に決定された「新時代のインバウンド拡大アクションプラン」 

従来の観光にとどまらず、ビジネス、教育・研究、文化芸術・スポーツ・自然といったそれぞれの分野におけ

る取組によって人的交流を拡大させ、またそれらの取組の相乗効果を発揮させることで、日本の魅力発信（プ

ロモーション効果）や、リピーターとしての訪日及び国際相互理解の増進、我が国における新たな価値の創造

につなげていくことを掲げています。このような状況の中で、日本の優れた医療と地域資源を活かした観光要

素を組み合わせた滞在プラン等を提供することは、日本の医療技術・サービスの更なる充実に寄与するほか、

海外からの外国人受入れ推進、地方誘客や旅行消費額の拡大を進めるとともに、諸外国の国民の健康寿命の延

伸に貢献できるものと期待されています。 

 

 

<本件に関するお問い合わせ先＞ 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

株式会社せとのわ／三好、向坂  電話：０８６－２０１－１２２３ 



倉敷成人病センターはじめ倉敷地域の医療機関が提供する高度な医療と地域の多様な
観光資源を活かし、海外の受診者に選ばれる医療サービスの滞在環境を形成する

倉敷地域の医療ツーリズム事業の展開イメージ

背景 期待される効果

取組の方向

事業化のポイント

今後の展開方向（案）

■倉敷市を中心とする倉敷地域は、魅力的な
歴史・文化資源や自然、食材に恵まれ、質
の高い滞在型医療の拠点としてのポテン
シャルを持っている。

■倉敷成人病センターは、婦人科のロボット
支援下手術について国内外で知名度が高
く（ロボット手術（子宮体がん）実施数全国1
位等）、海外からの受診者受け入れ実績も
有する。

■ただ、これまでは、海外からの受診者に対
して、他の国内在住の受診者同様に手術
対応のみで、（受診者・同行者の宿泊手配、
観光情報提供等）当院及び地元地域にお
いて組織的な対応ができていなかった。

■また、受診者の居住地域の医療機関等と
の術前・術後の連携体制も充分とはいえな
い状況にある。

■このような問題意識のもと、今年4月より病
院事務部に「国際連携担当」を設置し、中
国をターゲットとして、現地機関と連携した
プロモーションから渡航受診希望者の受入
れ調整、来日、診療、帰国、フォローアップ
についての一連の流れを構築することを目
標として取組を開始。

■厚生労働省「令和6年度地域の医療・観光
を活用した外国人受け入れ推進のための
調査・実証事業」のモデル地域に選定され、
地域としての受入体制づくり、中国地域へ
のプロモーション等の取組を準備中。

■受入医療サービスメニューの拡大

■受入対象国・地域の拡大

■滞在型サービスの充実と多様な分
野の事業者の参画促進

■倉敷地域の取組をモデルとした他
地域へのノウハウ提供

■地域の関連機関・事業者がそれぞれの専門性を
活かして、受診者（及び同行者）中心の観点から、
質の高い滞在環境を提供する

■（疾病を治療するだけでなく）QOL向上の観点から
の受診のあり方について、受診者に対して最適な
診療方針を提案し、地域と連携したサービス体系
を構築する

◯倉敷地域のインバウンド医療サービ
スのステイタス向上
・倉敷地域内外でのインバウンド医
療サービスについての知名度向上

・医療サービス拠点としての信頼性
向上

◯医療機関の経営改善・サービス向上
・収益事業としての新たなサービスの
導入

・地元の受診者も含む医療サービス
の向上

◯地域経済への貢献
・医療施設や観光関連施設の充実、
及び関連サービスの振興

・地域の観光関連事業者との連携に
よる新たな収益事業の実施、雇用
促進等

（１）地域としての受け入れ体制構築
地元の関連機関・事業者との連携による地域主
体の体制構築、受診者滞在中に求められるサー
ビス検討、対応する事業者・人材の確保・育成等

（２）現地プロモーション
北京国際医療観光展示会への出展、SGC(上
海）はじめ現地医療機関等との連携、説明会開
催等

（３）受け入れのためのオペレーションフローの構築
PoC実施によるオペレーション検証、業務フロー
及びマニュアルの作成

（４）質の高い受診環境の整備
受診者の体調・スケジュール等に合わせた滞在
プランの検討、主として地元の既存受診者との
共存等、すべての受診者の満足度向上

ゴール：



山陽新聞事業社

【地域の受け入れ体制（一部調整中）】
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【事業企画・システム設計】
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（注記）
・既に協業している事業者・組織：

黒色表示
・今後協業が想定される事業者・組織：

青色表示
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